
滋賀県における滋賀県における
ニカメイガの発生とその推移カメイガの発生とその推移

滋賀県病害虫防除所
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ニカメイガによる被害
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ニカメイガによる被害

3

平成21年・22年 注意報の発表平成 年 年 注意報の発表

滋賀県では昭和44年（1969年）に
注意報を発表している。
今回の発表は40年ぶり今回の発表は40年ぶり。
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ニカメイガに関して発信した情報ニカメイガに関して発信した情報
（昭和４２年～）

発表情報 備　　　考

昭和４２年 （１９６７年） 注意報

発表年

昭和４２年 （１９６７年） 注意報

昭和４４年 （１９６９年） 注意報

平成９年 （１９９７年） 防除情報 多発生注意平成９年 （１９９７年） 防除情報 多発生注意

平成１０年 （１９９８年） 防除情報 防除時期の注意

平成１４年 （２００２年） 防除情報 防除時期の注意

平成２０年 （２００８年） 防除情報 多発生による被害に注意

平成２１年 （２００９年） 防除情報　＆　注意報 多発生による被害に注意

平成２２年 （２０１０年） 防除情報　＆　注意報 多発生による被害に注意
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予察情報の作成・その後の情報の流れ

各地域・農業農村振興事務所を含む発生予察情報作成会議

（平成２２年のニカメイガ）

各地域 農業農村振興事務所を含む発生予察情報作成会議

越冬世代の飛来状況
第１世代幼虫による被害状況
被害株率・発生ほ場率等

注意報 ７月１４日
第１世代の発蛾最盛日の予測
最盛日から７日以内を防除適期

防除情報 ５月２５日
地
域
に
お情

報
粒剤は最盛日に施用

第１世代の飛来状況

お
け
る
対
応

報
の
共
有
化

各地域・農業農村振興事務所農産普及課

応
の
検
討

化

例：東近江---「稲作情報：ニカメイガの防除」（７月２０日）

市町営農担当者・管内JA・全農・NOSAI・農業センター等での協議
有線等の利用による情報の周知・電話対応---.
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全国の発生状況（発生程度「中」以上）
年2001年～

2001年 １６都府県

2004年 ８府県

2002年 １４都府県 2005年 ８府県

2003年 １１都府県 2006年 ６府県
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全国の発生状況（発生程度「中」以上）
2007年～2010年

2007年 ５県

2009年 ６県

2008年 ８道県 2010年 ６県
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滋賀県におけるニカメイガ被害株率及び
プ 察灯 る誘殺数フェロモントラップと予察灯による誘殺数
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予察灯によるニカメイガ誘殺数の推移

8,000

10,000

40000

50000

湖東 湖北 湖西 コンバイン台数

6,000誘
殺

30000

コ
ン
バ

BHC粒剤

カルタップ粒剤

早期栽培

4,000

個
体
数 20000

イ
ン
台
数

発蛾期に残る稲藁の割合
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昭和47年から減少し、---この少発要因は明らかではないが、粒剤

の使用による密度減少や稚苗移植によるイネ茎の細稈型への移行
やイネわら処理法の変化、耕土培養資材の増施などが総合的に働
いたためと思われる（「植物防疫この20年、昭和54年」より）

日本での減少 韓国 台湾 中国 共通することはイネの早植えが減少日本での減少- - -、韓国、台湾、中国- - -。共通することはイネの早植えが減少

の開始の動機となり、その後に省力化のための機械化がすすめられてきたこと
である(桐谷, 2011)
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温暖化による
ニカメイガ発生時期の変化の予測

平年値の場合 ニカメイガ成虫発生量
ニカメイガ発が最盛日

防除適期

防除適期 ニカメイガ発が最盛日
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メ
ム
シ
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平年値より２度高い場合
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（安土、コシヒカリ）（安土、コシヒカリ）
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ニカメイガ越冬量の地域間差カ イガ越冬量の地域間差

６８％
1.4頭

被害株率
株あたり頭数

３０％
０ ８頭３１％ ０.８頭３１％

０.６頭

０％
寄生蜂によるニカメイガ越冬幼虫への寄生率

年 年１７％
０.３頭

１３％

０％
０頭 有機ほ場 ３４．４ ４０．３

慣行ほ場 ２０．６ ８．６

２００８年 ２００９年

１３％
０.２頭

（湖北地域の例）

12


